
感染予防に努めながら…２学期のスタート‼ 
 ８月２６日（木）、２学期が始まりました。しかし

夏季休業中には、緊急事態宣言（8/20～9/12）が

発令され、北九州の感染状況も予断を許さない状 況

です。朝の健康チェックは昇降口で、始業式も放送で

行いました。とはいえ、ひさしぶりにみなさんの元気

な顔をみると、嬉しくて…元気が出ます！ 学校行事

も感染状況を見ながら、延期や内容の変更を考えなけ

ればなりませんが、できることを精一杯工夫して、諦めずに行っていきたいと考えていま

す。そのためにも、みなさんの協力が必要です。意識を高く持って感染予防に努め、みん

なでコロナ危機を乗り越え、学校生活を充実させましょう！！ 

～オンライン授業～9 月 1 日から配信開始 

 デルタ株の影響もあるのでしょうか。現在、北九州市内でも生徒の

陽性者・濃厚接触者の数が増加し、休校や学級閉鎖の措置がとられる

学校が増えています。学校での感染拡大を防ぐため、本人はもちろんですが、家庭で発熱

等の症状のある人がいた場合も、登校を控えていただくことになっています。また、基礎

疾患のある家族がいる場合など、コロナ感染が不安で登校を控えなければならない人もい

ます。状況は千差万別ですが、いろいろな事情で登校できない生徒の「学びを止めない」

ために、9月 1 日（水）からオンライン授業の配信を行うことになりました。 

オンライン授業には、メリット・デメリットもあり、学校で授業を受けるのと同じよう

にとはいきませんが、希望される場合は、担任にご相談ください。 

 

9 月 1日 

防災の日  
 9 月 1 日は防災の日です。それに先立ち、8 月 30 日、「シェイクア

ウト訓練」が行われました。放送で指示が出されると、生徒は無言で机

の下に隠れ、身を守る態勢をとることができていました。さまざまな災

害がありますが、臨機応変に自分の命を守る行動がとれるように常日頃

から心掛けておきましょう。 
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 令和３～４年度、八児中学校は『NIE（ニュースペーパー イン エデュケーション）』の実践指定校にな

りました。現代社会では、テレビや SNS・インターネットで情報を習得することが多くなっています。

そのような溢れる情報の中から、みなさんには、情報を見極める力、自分の考えを形成して表現する力、

現代社会を自らの力でたくましく生きる力を身につけてほしいと思います。また、新聞を購読している家

庭が減少傾向にある中、この『NIE』の実践で、「新聞記事から社会に視野を広げる・自分の意見を持つ・

他人の意見と比べて自分の考えを深める」ことを共通の思考サイクルとして、多角的な視点で物事を見る

目を育ててほしいです。 

 今年度は、「朝日新聞」「毎日新聞」「読売新聞」「日経新聞」「産経新聞」「西日本新聞」の新聞６紙が、

9 月から 12 月の 4 か月間、学校に無償で配達されます。各学年の廊下・図書室にいつでも手に取って読

めるよう『NIE コーナー』を設けました。もちろん、教科や総合的な学習の時

間でも活用しますが、みなさんも意識して新聞を手に取り、目を通してみまし

ょう。新聞各社の見出しを見比べたり、コラムや社説を読み比べたり…自分の

興味のある記事を読むだけでも構いません。折角の機会ですので、新聞を大い

に活用してください。 

【 部活動結果報告 】   

・男子バスケットボール部   中体連夏季市内大会４位 福岡県大会ベスト８ 

・陸上部（３年 三橋大輝さん）走高跳 中体連夏季市内大会２位 福岡県大会９位 

               走高跳 ジュニアオリンピック 10 位 

・水泳部（１年 古屋心空さん）200m バタフライ 中体連夏季市内大会優勝 県大会出場 

               100m バタフライ 中体連夏季市内大会 2 位 県大会出場 

                

夏季休業中の稗取りボランティアありがとう！！ 

 八児の稲田は、すっかり夏色～緑色の絨毯を敷き詰めた

ようにすくすくと育っています。 

夏季休業中の 4 日間、暑い中、部活動やボランティアの

みなさんが、稗取りに協力してくれました。その後の長雨

で、穂の実入りが心配なところですが、2学期は稲刈り・

脱穀・収穫祭と行事が目白押し。とても楽しみですね！ 

 

※ 9 月から 3 か月間、昨年度に引き続き、学校業務補助員として、芳野裕己さんが来られます。 

どうぞ よろしくお願いします！！ 


